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１．技術等の概要（特徴、仕様、性能、保有者など） 

 【特徴】 

放射線グラフト重合法は様々形状の高分子に機能を導入できる。この技術を利用して

ナイロン繊維に放射性ストロンチウム除去のためのイミノジ酢酸基を導入した。この繊

維を利用したマット、不織布などを地下水流入経路に設置し，放射性ストロンチウムを

除去する。本繊維は様々な形状に成形加工できるため，例えば図 1 に示すように地下

水の流入経路を考慮して最適な形状を提案できる。イミノジ酢酸基は特殊な官能基では

なくキレート樹脂でも使用されている。しかしながら，キレート樹脂は形状がビーズ状

であるため，カラム方式でしか利用できない点や化学構造に起因してストロンチウムに

対する選択性が小さいという問題点があった。本繊維は放射線グラフト重合法を採用し

ているため，ストロンチウムに対して高い選択性を有している。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 放射性ストロンチウム除去布による土壌中のストロンチウム除去 

 

【仕様】 

・基材：ナイロン撚糸 
官能基：イミノジ酢酸基 
形状：マット、モール、組ひも、織布、不織布 

 （次ページに続きます） 
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【性能】 

図 2 の試験は海水にイオン状のストロンチウムを添加した原水を使用したバッチ式試

験の結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 海水中のストロンチウム濃度の変化 1) 

 
【保有者】 
千葉大学と㈱環境浄化研究所（日本原子力研究開発機構第 1 号認定企業）との共同

成果であり，保有者は 2 者である。 
 

【文献】 
1)  原山貴登他、「海水中のストロンチウムを高速に吸着除去する繊維の作製」, 

化学工学会第 77 年会, Q119（2012） 
 

 ２．備考 

 【開発実用化の状況】 

 （１）量産化：千葉大学で放射性セシウム除去繊維及び放射性ストロンチウム除去繊

維の製造条件を確定し，量産化を担う㈱環境浄化研究所に移管した。㈱環境浄化研究

所ではサンエス工業㈱の協力を得て，200 kg /バッチの製造能力がある。 

（次ページに続きます） 
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（２）使用実績：成型加工品の使用実績 
 

 

 

 

 

 

    図 3 吸着材 A      図 4 吸着材 B   図 5 吸着材 C（マット） 

  

・新潟県三条市のがれき処分場の土壌の下に図３の吸着材 A を 5 万㎡ 納入済み 2)。 
 
【課題・留意点】 
 接触方法に適した製品形状の開発 
 
【特許】 
  特開 2013-140031，特開 2013-212484，特開 2013-11599，特願 2012-267666， 

特願 2013-094567 
（次ページに続きます） 
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（３）日刊工業新聞に掲載（2012 年 10 月 11 日，第 1 面） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です 
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